
広島市安佐北 区可部 の 旧街道 で、町家 の風情 を取

り戻 す取 り組みが広が っている。古民家が まとまっ

て残 る可部 らしさに こだわ り、古 い空 き家 を喫茶店

に再生 した り、玄 関をサ ッシか ら木 の格子戸 に直 し

た り。景観 保全 のため、 まちなみ協定 を結 ぼ う とい

う声 も出ている。          (串 信 考)

Ｊ
Ｒ
可
部
駅
か
ら
北
東
に

約
七
百
財
。
築
二
百
年
の
空

き
家
が
八
日
、
喫
茶
店
に
生

ま
れ
変
わ
る
。
木
造
三
階
建

て
の

一
階
に
約
四
十
平
方
席

の
喫
茶
室
を
つ
く
り
、
調
理

場
や
カ
ウ
ン
タ
ー
、
手
作
り

の
テ
ー
プ
ル
、
い
す
を
設
置
。

天
丼
が
高
く
、
太
い
は
り
が

見
え
、
壁
は
自
で
統

一
し
て

あ
る
。

可
部
で
笑

っ
て
生
き
よ
う

と
い
う
願
い
を
込
め
、
店
名

は

「
可
笑
屋
」
。
精
神
障
害

者
の
社
会
復
帰
を
支
援
す
る

地
元
の
特
定
非
営
利
活
動
法

人

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

「
ウ
イ

ン
グ
か
べ
」
が
二
月
か
ら
改

装
し
て
き
た
。
施
設

へ
の
通

所
者
四
人
と
店
長
の
精
神
保

健
福
祉
士
新
川
妙

子
さ
ん

（
２６
）
が
運
営
し
、　
一
階
の
残

る
約
百
平
方
財
は
絵
や
写
真

の
展
示
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場

な
ど
に
活
用
す
る
計
画
だ
。

可
笑
屋
の
北
隣
に
あ
る
三

木
正
さ
ん
（
７０
）
方
は
二
〇
〇

〇
年
、
築
七
十
九
年
の
木
造

築
２
０
０
年
の
古
い
民
家
を
再
生
し
て

オ
ー
プ
ン
す
る

「
可
笑
屋
」
。
右
が
新

川
さ
ん

岬
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芦

吻

　

　

一
一階
建
て
の
耐
震
工
事
に
伴

（み

マ

　
　

い
、
外
観
を
伝
統
的
な
町
家

押
　
　
　
　
風
情
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
白

ｄ
ふ
口

　
煙
使
難
布
併
の
地
り
が
通
行

景観保全策 望む住民
さ
ら
に
、
三
木
さ
ん
方
か

ら
北
約
百
五
十
財
の
永
井
チ

ズ
コ
さ
ん
（
７９
）
方
も
今
年
四

月
、
玄
関
の
サ

ッ
シ
を
出
格

子
の
デ
ザ
イ
ン
と
調
和
し
た

木
の
格
子
戸
に
交
換
し
た
。

通
り
か
ら
見
え
る
プ
ロ
パ
ン

ボ
ン
ベ
も
木
の
箱
で
覆
い
、

築
百
二
十
年
の
味
わ
い
を
取

り
戻
し
た
。

可
部
旧
街
道
は
南
北
約

一

ま
に
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
初

期
ま
で
の
町
家
が
多
く
残
る

が
、
維
持
改
修
は
自
己
負
担

で
、
徐
々
に
姿
を
消
し
て
い

る
。
可
部
南
の

一
級
建
築
士

加
納
明
男
さ
ん
（
６２
）
は

「
市

内
で
こ
れ
ほ
ど
町
家
が
残

っ

て
い
る
場
所
は
ほ
か
に
な

い
。
景
観
保
全
の
た
め
住
民

が
ま
ち
な
み
協
定
を
結
び
、

行
政
か
ら
支
援
を
得
る
方
策

も
必
要
」
と
提
起
し
て
い
る
。
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